
開
会
に
あ
た
っ
て
倉
掛
自
治

連
合
会
の
谷
和
政
会
長
が
「
倉

掛
に
は
現
在
75
歳
以
上
の
方
が

１
６
５
人
お
ら
れ
ま
す
。
き
ょ

う
は
そ
の
う
ち
34
人
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
に

は
地
域
の
先
輩
と
し
て
、
人
生

の
先
輩
と
し
て
今
後
も
ご
指
導

を
賜
り
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
来
賓
の
妹
尾
文
彦
市

議
が
「
皆
様
の
元
気
な
お
姿
に

接
し
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
。
ま

た
、
細
羽
正
敏
民
生
児
童
委
員

は
「
こ
の
敬
老
会
は
昭
和
22
年

に
兵
庫
県
多
可
町
で
始
ま
り
、

そ
の
後
、
昭
和
38
年
に
老
人
の

日
、
昭
和
41
年
に
敬
老
の
日
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
多

大
な
功
績
を
称
え
ま
す
と
と
も

に
、
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま

す
」
と
長
寿
を
祝
っ
た
。

森
梅
子
さ
ん
へ
の
米
寿
記
念

品
贈
呈
に
続
い
て
演
芸
に
移

り
、
倉
敷
市
在
住
の
カ
ラ
オ
ケ

指
導
者
田
辺
省
三
氏
・
和
子
氏

夫
妻
が
「
北
国
の
春
」
「
瀬
戸

の
花
嫁
」
「
四
季
の
歌
」
な
ど

14
曲
を
歌
い
、
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。

ラ
ッ
キ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
終

盤
、
岡
山
県
議
会
の
上
田
勝
義

議
員
が
会
場
を
訪
れ
「
今
年
の

夏
は
大
変
暑
く
大
き
な
災
害
も

起
き
ま
し
た
。
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
意
識
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

た
。
最
後
に
自
治
連
合
会
の
片

岡
秀
憲
副
会
長
が
閉
会
挨
拶
を

行
い
、
記
念
写
真
撮
影
後
に
解

散
し
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
が
市
へ
提

出
し
て
い
た
防
災
関
連
要
望
書

の
回
答
が
９
月
19
日
、
谷
和
政

会
長
の
元
へ
届
い
た
。

７
月
豪
雨
以
後
、
防
災
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
住
民
の
声

を
ま
と
め
た
自
治
連
合
会
は
８

月
17
日
、
災
害
へ
の
対
応
を
協

議
す
る
た
め
の
臨
時
総
会
を
開

催
。
小
田
川
と
周
辺
の
環
境
整

備
や
避
難
に
関
連
す
る
13
項
目

に
つ
い
て
、
市
へ
改
善
策
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
し
て
い
た

も
の
。
回
答
文
書
は
回
覧
さ
れ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

自
治
連
合
会
で
は
、
こ
の
回

答
を
参
考
に
今
後
の
防
災
体
制

に
つ
い
て
考
え
、
住
民
で
で
き

る
こ
と
や
行
政
に
依
頼
す
る
こ

と
を
精
査
し
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
意
向
を

示
し
て
い
る
。

台
風
24
号
接
近
に
よ
る
大
雨

で
９
月
30
日
、
小
田
川
の
水
位

が
上
が
り
、
７
月
豪
雨
に
続
い

て
元
大
西
歯
科
付
近
（
倉
掛
16

組
）
の
畑
や
道
路
が
冠
水
。

井
原
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
数

台
で
排
水
し
た
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
倉
掛
排
水
ポ
ン
プ

樋
門
の
作
動
に
疑
問
を
残
し

た
。
自
治
連
合
会
は
10

月
４

日
、
市
へ
検
証
を
要
望
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
（
倉
掛
自
治

連
合
会
＆
つ
ど
え
～
る
主
催
）

が
10
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時

40
分
か
ら
行
わ
れ
る
。

７
月
の
豪
雨
で
夜
間
避
難
を

体
験
し
た
住
民
か
ら
「
井
原
で

も
大
き
な
自
然
災
害
が
い
つ
起

き
る
か
分
か
ら
な
い
。
皆
で
力

を
合
わ
せ
る
意
識
が
欠
か
せ
な

い
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
治
連
合

会
も
地
域
防
災
体
制
の
重
要
性

を
訴
え
て
い
る
。

今
回
は
つ
ど
え
～
る
へ
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
消
防
訓
練
・

避
難
訓
練
の
実
施
日
に
合
わ
せ

て
行
わ
れ
、
防
災
士
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
は
じ
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び

水
消
火
器
の
使
い
方
、
避
難
袋

で
２
階
か
ら
滑
り
降
り
る
脱
出

体
験
も
で
き
る
。
保
存
食
や
衣

類
、
ラ
イ
ト
や
ラ
ジ
オ
な
ど
、

防
災
関
連
グ
ッ
ズ
の
展
示
も
予

定
し
て
お
り
、
多
く
の
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。
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〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／谷 和政

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

10
月
13
日
に
防
災
訓
練

お
年
寄
り
の
永
年
に
わ
た
る
社
会
貢
献
を
ね
ぎ
ら
う
倉
掛
地
区
敬
老

祝
賀
会
が
つ
ど
え
～
る
で
９
月
２
日
、
主
催
の
自
治
連
合
会
や
民
生
児

童
委
員
、
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
役
員
ら
約
60
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

広
く
参
加
呼
び
掛
け

市からの回答届く

任
期
満
了
に
伴
う
井
原
市
長

選
挙
は
９
月
２
日
投
開
票
の
結

果
、
新
人
の
大
舌
勲
氏
（
59
）

が
４
選
を
目
指
す
瀧
本
豊
文
氏

（
62
）
を
破
り
初

当
選
を
果
た
し

た
。
投
票
率
は

58
・
08

％
だ
っ

た
。大

舌
氏
は
井
原
市
野
上
町
出

身
で
今
春
、
井
原
市
役
所
を
退

職
し
「
新
た
な
時
代
へ
向
け
た

市
政
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

し
て
立
候
補
を
決
意
。
支
援
母

体
や
組
織
を
持
た
な
い
草
の
根

選
挙
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
、

「
官
民
協
働
に
よ
る
元
気
な
井

原
を
目
指
す
」
と
、
自
ら
の
政

治
信
条
を
訴
え
た
。

争
点
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
企

業
誘
致
に
つ
い
て
大
舌
氏
は

「
全
国
を
回
っ
て
誘
致
活
動
を

展
開
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
い
る
。

地
元
の
市
民
ら

は
「
大
舌
市
長
に

大
切
な
時
期
を
託

し
た
。
積
極
的
に

施
策
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

《
井
原
市
長
選
挙
結
果
》

当
選

大
舌

勲
（
無
・
新
）

１
２
０
７
８
票

瀧
本
豊
文
（
無
・
現
）

７
９
７
２
票

 若林恵美子(99)２ 組

 田中真佐枝(99)15-1組

 川田 玉枝(97)16 組

 下宮 清子(95)５-1組

 山岡 許恵(95)17 組

 小林八重子(95)13-1組

 大久保政子(95)８ 組

 佐能ミツエ(94)５-2組

 川相 良子(94)５-2組

 井上 伴枝(94)15-2組

 関戸 良香(94)４ 組

 倉橋 正美(93)13-2組

 佐能 千年(93)16 組

 山岡 光子(93)７ 組

 高下喜久藏(93)13-2組

 片岡 正年(92)14 組

 和田 克巳(92)18-1組

 遠藤 生三(92)８ 組

 片岡 瀧子(91)11 組

 倉橋 昭二(91)７ 組

 橋本 照子(91)11 組

 細羽美津子(91)５-2組

 森兼美知子(91)８ 組

 若林智和子(90)10 組

 丸山 澄子(90)18-2組

 船橋 知(90)１ 組

 和田 静子(90)18-1組

 濱田 晃(89)18-1組

 船橋小夜子(89)１ 組

 渡邉 静惠(89)５-1組

10月5日現在 敬称略

《倉掛ご長寿番付》

華 や か に 敬 老 祝 賀 会

防 災 関 連 要 望 書

ま

た

も

や

冠

水

市
へ
検
証
を
要
望

台

風

24

号



サ
ロ
ン
あ
す
は
の
会
員
を
招

い
て
の
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
倉
掛
少
年
団

育
成
会
主
催
）
が
９
月
23
日
、

郷
社
足
次
山
神
社
境
内
で
開
か

れ
た
。

山
成
秀
峰
育
成
会
長
の
開
会

挨
拶
に
続
い
て
、
参
加
し
た
45

人
は
８
ホ
ー
ル
へ
分
散
し
、
午

前
９
時
に
同
時
ス
タ
ー
ト
。
神

苑
特
有
の
障
害
物
を
避
け
、
ホ

ー
ル
ポ
ス
ト
を
目
が
け
て
シ
ョ

ッ
ト
を
放
ち
、
時
折
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。結

果
、
倉
掛
12

－

２
組
西
村

敏
明
さ
ん
が
最

少
打
数
40
で
総

合
優
勝
。
部
門

別
上
位
成
績
者

や
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
賞
、
特
別

賞
の
表
彰
も
行

わ
れ
、
午
前
11

時
30
分
ご
ろ
閉

会
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

続
い
て
午
後
３
時
か
ら
、
７
月

の
豪
雨
災
害
の
影
響
で
流
れ
た

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
代
替
行
事

と
し
て
、
郷
社
で
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
。
育
成
会
Ｏ
Ｂ
を
招

待
し
て
親
子
で
カ
レ
ー
調
理
を

楽
し
ん
だ
。
希
望
し
た
男
子
団

員
５
人
は
そ
の
夜
、
境
内
へ
テ

ン
ト
を
張
り
１
泊
し
た
。
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10/13  倉掛地区総合防災訓練

※別記参照（つどえ～る）

10/14  少年団堤＆公園清掃奉仕作業

10/20  ボランティア入門講座

※別記参照（つどえ～る）

10/21  欅の杜の市 （門田町大谷）

10/26  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

10/28  井原町秋季大祭

11/ 4  井原分団第３部試運転日

11/ 4  井原町グラウンドゴルフ大会

（井原小学校）

11/9～10 倉掛少年団夜警活動

11/ 9  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

11/18  倉掛少年団資源回収

12/ 2  サロンあすはクリスマス会

12/ 9  倉掛少年団クリスマス会

- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

母
が
毎
日
父
の
仏
前
で
お
経
を
唱
え
て
い
る
。
お
供
え

物
や
献
花
も
欠
か
さ
ず
供
え
て
い
る
。
も
う
父
が
亡
く
な

っ
て
５
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
母

の
中
で
最
優
先
事
項
で
あ
る
ら
し
い
。

今
時
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
人
が
い
る
の
か
と
摩
訶
不
思

議
な
気
分
で
あ
る
。
今
回
の
倉
掛
新
聞
の
い
き
い
き
コ
ー

ナ
ー
へ
文
を
載
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
ふ
と
父
と
は
ど
ん
な

人
だ
っ
た
か
と
書
き
た
く
な
っ
た
。

父
は
昭
和
３
年
、
川
上
郡
川
上
町
仁
賀
佐
屋
に
５
人
兄

弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
、
若
き
頃
は
満
蒙
開
拓
義
勇

軍
に
参
加
し
た
。
終
戦
後
日
本
に
帰
国
し
、
長
男
が
戦
死

し
他
の
兄
弟
は
養
子
に
行
っ
て
い
た
の
で
父
が
後
を
継
い

だ
。
終
戦
後
、
今
ま
で
の
自
分
を
変
え
よ
う
と
し
た
の
か

何
か
わ
か
ら
な
い
が
、
戦
争
反
対
と
い
う
姿
勢
を
貫
い

た
。
満
州
の
地
で
、
目
の
前
で
死
ん
で
い
っ
た
親
友
に
対

す
る
悲
し
み
、
そ
う
い
う
戦
争
に
導
い
た
政
治
に
対
す
る

怒
り
か
ら
の
行
動
だ
っ
た
と
思
う
。
父
は
戦
争
反
対
と
い

う
人
と
は
、
政
治
信
条
の
垣
根
を
超
え
交
流
し
語
り
合
っ

て
い
た
。
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
葬
儀
に
は
多
く
の
人

に
御
参
列
い
た
だ
い
た
が
、
本
当
に
悲
し
ん
で
く
れ
た
の

は
、
そ
う
い
う
人
た
ち
で
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
幸

せ
な
人
生
だ
っ
た
と
思
う
。

父
は

80
歳
が
過
ぎ
る
ま
で
満
州
の
こ
と
は
、
一
切
話

さ
な
か
っ
た
が
、

80
歳
を
す
ぎ
た
時
、
何
か
に
突
き
動

か
さ
れ
る
よ
う
に
当
時
の
こ
と
を
執
筆
し
た
り
、
学
校
等

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
き
講
演
を
し
た
り
と
堰
を
切
っ
た

よ
う
に
戦
争
の
怖
さ
と
反
戦
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
た
。

そ
の
都
度
、
子
供
た
ち
に
伝
わ
っ
た
か
な
？
も
っ
と
柔
ら

か
く
言
え
ば
よ
か
っ
た
か
な
と
落
ち
込
む
父
を
見
て
、
父

の
人
間
性
の
面
白
さ
を
感
じ
た
。

ま
た
、
父
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
佐
屋
を
高
梁
市
か
ら
井
原
市
に
行
政
編
入
す
る
こ
と

で
し
た
。
現
在
も
行
政
上
は
高
梁
市
で
す
が
、
実
際
の
生

活
圏
は
、
高
梁
市
で
は
な
く
井
原
市
で
あ
る
。
例
え

ば
、
川
上
町
の
佐
屋
地
区
だ
け
は
小
学
校
は
川
上
町
立
の

学
校
へ
行
く
の
で
す
が
、
中
学
校
は
井
原
市
（
当
時
は
後

月
郡
）
へ
行
く
の
が
通
例
で
し
た
。
高
校
は
そ
の
ま
ま
井

原
へ
と
い
く
も
の
で
し
た
し
、
働
く
場
所
も
お
お
む
ね
井

原
方
面
だ
と
記
憶
し
て
い
る
。
父
は
、
地
域
の
方
々
と
根

気
強
く
、
こ
の
こ
と
で
話
し
合
い
多
く
の
方
の
賛
同
を
得

ま
し
た
。
幸
い
町
議
会
議
員
に
な
っ
た
の
で
、
川
上
町
や

高
梁
市
・
県
関
係
そ
し
て
井
原
市
と
議
論
を
重
ね
調
整
で

き
始
め
た
矢
先
、
残
念
な
が
ら
頓
挫
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
生
じ
、
こ
の
時
は
お
蔵
入
り
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
父
は
諦
め
ず
、
少
し
で
も
糸
口
が
あ
れ
ば

と
自
分
な
り
の
活
動
を
継
け
て
き
た
が
、
脳
腫
瘍
と
い
う

病
魔
に
襲
わ
れ
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ

ぞ
か
し
無
念
の
気
持
で
あ
っ
た
と
思
う
。

今
、
多
く
の
人
達
が
、
し
か
た
な
く
居
を
佐
屋
地
区
か

ら
町
外
へ
移
し
て
い
る
が
、
佐
屋
地
区
は
超
限
界
地
域
で

あ
る
。
お
年
寄
り
も
車
の
免
許
証
を
返
納
し
て
い
る
人
が

増
え
て
い
る
高
齢
者
の
集
落
。
食
糧
や
生
活
必
需
品
は
お

店
も
な
く
町
外
に
わ
ざ
わ
ざ
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

急
病
に
な
れ
ば
救
急
車
を
呼
ば
な
い
と
い
け
な
い
が
、
井

原
か
ら
来
れ
ば

30
分
で
来
れ
る
の
に
、
高
梁
だ
と
１
時

間
か
か
る
。
こ
の

30
分
は
仕
方
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
当
た
り
前
と
し
て
受
け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
父
の
仏
前
で
手
を
合
わ
せ
て
い
る
母
を
み
る

た
び
に
、
こ
ん
な
想
い
が
こ
み
あ
が
っ
て
く
る
。

※倉掛パソコンクラブ

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

ゆうあいセンタ

ー（岡山県ボラン

ティア・ＮＰＯ活

動支援センター）

のスタッフによる

ボランティア入門講座です。基礎的知識

と最新の活動内容などについて説明しま

す。「これからボランティアを始めてみ

たい」という方、ぜひご参加ください。

つどえ～るはボランティアの最初の一歩

を応援します。

◇ ◇

と き：１０月２０日１３：３０～

場 所：つどえ～る（６２－９０９０）

受講料：無 料

申 込：１０月１４日までにつどえ～る

へ申込む。（電話可）

≪グラウンドゴルフ成績表≫

氏 名 所属 １Ｒ ２Ｒ 計

① 大坪寛和 少年団 ２３ ２３ ４６

② 丸山栞和 〃 ３０ ２７ ５７

③ 江草信之 〃 ３１ ２８ ５９

③ 新谷未遥 〃 ３０ ２９ ５９

⑤ 山成晃司郎 〃 ３０ ３０ ６０

① 大坪正和 育成会 ２５ ２１ ４６

① 江草祐子 〃 ２２ ２４ ４６

③ 丸山 剛 〃 ２４ ２５ ４９

④ 岡崎勝男 〃 ３０ ２１ ５１

④ 村上達也 〃 ２６ ２５ ５１

① 西村敏明 サロン ２１ １９ ４０

② 寺内知久子 〃 ２２ ２５ ４７

② 山岡節子 〃 ２４ ２３ ４７

④ 浜田精三 〃 ２５ ２３ ４８

⑤ 田原耕太郎 〃 ２４ ２５ ４９

ホ
ー

ル
イ
ン
ワ

ン

谷愛里子 少年団 １回

西山麗乃亜 〃 １回

大坪正和 育成会 １回

西村敏明 サロン １回

井上純志 〃 １回

浜田精三 〃 １回

倉掛自治連合会

総務部長 神﨑 節夫

コい
ーき
ナい
ーき

父に想うこと

■ボランティア入門講座

14組江草守さんによって設
置された臨時炊事場

慣れない手つきの調理だが味は上々

育成会の江草祐子さん

テ
ン
ト
で
５
人
一
泊

親

子

で

カ
レ
ー
調
理


